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Ⅰ. 事業運営の基本方針 

令和元年末に発生し、足掛け５年にもわたって世界を蹂躙した｢コロナウイルス感染症

２０１９｣は、再発の不安を残しながらも、ようやく出口が見え始めてきたところです。

しかしながらこの間、コロナ禍の影響も重なり、当センターの会員数は 1割弱減少し、

今だ下げ止まらない状況にあります。当面はコロナ前の水準に会員数を回復させること

を目標として取り組んでまいります。 

具体的には、従来の紙媒体による活動に加え、徐々に再開されるボランティア活動や

各種イベント等を通して、本格的な普及啓発活動に取り組み、地域の高齢者が就業を通

して地域社会に貢献し、生きがいや居場所づくりとしての役割を果たしたく、活動して

まいります。 

当年度の大きな課題としましては、令和５年１０月に施行されるインボイス制度の導

入であります。法改正により消費税負担のあり方が大きく変わることから、３年間の激

変緩和措置があるとは云え、シルバー事業の存否に係る大きな懸案事項であり、長期的

な経費負担の在り方を見直しつつ、当面は事務費等の引上げにより対応する予定であり

ます。 

また、ウクライナ戦争などに端を発したエネルギー危機による世界的な物価高騰は、

事務局運営の財政基盤も揺るがし、インボイス制度導入に絡むコスト増も加え、シルバ

ー事業を取巻く環境はますます厳しくなるものと思われます。安定的な事業運営を確保

すべく、引き続き業務の効率化・簡素化を図ってまいります。 

一方、会員の高年齢化に伴い、重篤事故の防止は最優先の課題であります。剪定など

屋外作業での安全の確保、コロナウイルスの再発防止や健康管理等についても適切な対

応を行ってまいります。更には、公益法人としての法令遵守の立場から引き続き適正就

業の徹底に注力し、契約内容の是正・改善に努め、適正就業ガイドラインに沿った業務

運営を目指します。 

 

以上により、今期基本方針の目標を次のとおりといたします。 

1. 令和５年度一般正味財産増減額目標 △４７０千円 

2. 期末会員数目標 ４３０人 

 

 

 

 

 

Ⅱ. 事業実施計画 

1. 就業開拓・就業提供事業 



（1）一般就業開拓 

高齢者に適した就業先の確保・開拓のため、広報紙等による広告掲載や市内各企業・

団体等への会報送付を推し進め、会員希望と就業先の要望に合わせた丁寧なマッチン

グ作業を行い、安定した就業環境を確保できるよう注力してまいります。また、常日

頃より、守谷市、守谷市社会福祉協議会、守谷市商工会、諸事業所、諸団体、町内会

等との良好な関係の維持・発展に努め、新たな就業開拓の芽を育ててまいります。 

 

(2）生活密着・地域密着型業務の推進 

近年は高齢者世帯の困りごととして、守谷市のご担当窓口から様々なご依頼を受け

ております。特に、粗大ゴミの搬出、敷地内の造作物などの片付け作業など、案内リ

ーフレット｢シルバーちょこっと仕事人｣など活用しながら、守谷市の地域福祉計画に

添いながら出来得る限り積極的にお応えしてまいります。 

 

 

 

2. 調査研究事業 

公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会(以下｢全シ協｣)の｢月刊シルバー

人材センター｣及び月刊｢安全就業ニュース｣、公益社団法人茨城県シルバー人材センタ

ー連合会(以下｢県シ連｣)の｢いばらき県シ連だより」、県内諸センター会報誌等の内容

を参考に、安全就業や会員増加等の要因をつかみ、事業活動に活かします。 

 

3. 相談事業 

毎月２回の定例説明会では、シルバー事業全体の基本的な理解を深めていただくと

ともに、参加者それぞれの入会動機に合わせ、最善の就業紹介を目指して行きます。

特に、課題である女性会員の増強には、興味を持たれるような多様な就業環境を整え

ることが必要であり、男性会員が活躍する就業分野であっても、契約体系を見直すな

ど女性会員の活躍の場を広げるよう努めてます。 

 

4. 研修・講習事業 

県シ連主催の研修事業に引き続き協力するとともに、ウイルス関連諸情報に注視し

ながら、センター独自の接遇研修会、植栽機材取扱講習会等を実施してまいります。 

  特に、今年度は会員のデジタル機器への関与を高め、センターの業務の効率化につな 

がることなどを期待し、スマホ操作の講習会などを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

5. 普及啓発事業               

ここ数年はコロナ禍の趨勢を見定めつつ、普及啓発活動は抑制されてきました。 



しかしながら。国内状況はようやくコロナ前の活動に戻りつつあり、中断されていた 

市内各所の行事も再開の見通しが期待される中、当センターも感染予防に配慮しつつ 

積極的に参画し、会員増、受注増につながるよう活動してまいります。併せて、紙媒 

体を使った、市役所、市立公民館、社会福祉協議会、商工会、医療・介護・福祉・保 

育・教育等の事業所及び市内民間企業等への会報配布、ＨＰによる広報、｢広報もりや 

｣｢社協だより｣への広告掲載等により、知名度アップ、会員増、受注増を図ってまいり 

ます。 

 

6. 安全・適正就業推進事業 

     シルバー事業で就業する会員には、高齢であるが故の予想外の危険が潜んでおりま

す。しかしながら事前に想定される危険作業については、作業着手前の周囲の点検・

会員同士の声掛け、安全具の適切な装着、高所や急坂など危険個所での作業禁止、こ

れら安全の基本行為について、安全定例会議において認識を共有し、併せて就業現場

への定期的な巡回を軸にして、安全就業の徹底につなげてまいります。 

また、インボイス制度の導入を契機に、契約関係を今一度見直し、是正すべき事案

については早急な改善を図ります。 

    

7. 法人管理事業                

理事会活動の活性化や効率化こそが、公益社団法人としての公平公正な組織基盤の強 

化に欠かせないとの認識に立ち、専門部会制度のもとで、事業運営の強化を図ってまい 

ります。また、事務局についても会員の意見・要望を的確に把握し、理事会や会員をサ 

ポートする態勢の強化を図ってまいります。 

 

１ 総務部会 
・会員、法令、行政指導に関すること 

・財政基盤の強化・管理業務の効率化に関すること 

２ 事業部会 ・安全就業・適正就業に関すること 

３ 広報部会       ・市民及び会員への広報、普及啓発に関すること 

 

以上のほか、理事長は地域班担当理事、安全対策委員(長)及び理事長が必要と認める 

職務担当者の委嘱を行います。 

 

                                     以 上 

当該「事業計画書」は令和５年３月２２日に開催した理事会において 

承認されたことを証明いたします。 

公益社団法人 守谷市シルバー人材センター 

理事長 豊谷 如秀 

 

 

 


